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はじめに 

 2024 年元旦午後 4時 10 分過ぎ、震度 7を記録し、石川県能登地域を震源とする能登半島地震が発
生し、奥能登（輪島市、珠洲市、能登町、穴水町）、中能登（志賀町、七尾市、羽咋市、中能登町、宝
達志水町）で多くの人命が失われ、断水停電、建物倒壊、道路寸断、津波、火災、土砂崩れ等、甚大
な被害を蒙った。発災直後から 7月までの 200 日余、石川考古学研究会の取り組みを振り返ろう。 

発災直後の対応（資料１） 

 石川考古学研究会（通称：石考研）は、戦後間もない 1948 年に発足した民間研究団体である。現
在、石川県内を中心に 250 名ほどの会員がいて、自治体関係職員・学芸員、大学研究者、地域の郷土
史家・有識者、市民同好者などが加入している。 
 石考研は、発災翌日から会員の安否確認、文化財被害の実態把握を開始し、1月 9日までの集約に
よると、奥能登で避難所に身を寄せる会員が多数おり、能登の市町職員はほとんど、災害緊急対応に
追われている。また、金沢城石垣被災（1月 8日発表）、前田家墓所、輪島市上時国家住宅の損壊報道
は氷山の一角で、遺跡・史跡、歴史的建造物、考古資料展示館・出土品収蔵施設等の被害は予想以上
に深刻であった。1 月 9日・20 日、2月 5日・19 日に幹事会を開き、能登地区幹事もリモートで参加
した。 
 石考研の能登在住会員は 40 名ほどである。多くは市町の埋蔵文化財担当職員か文化財保護審議委
員など、地域の歴史遺産の保護活用、継承に携わっている。能登の自治体は、規模がみな小さく、実
情は、1 名程度の埋文担当職員が建造物、古文書・書籍、石造文化財、民具など文化財すべてを担当
している。意見交換の過程で、単にモノとしての文化財救出にとどまらず、被災自治体が直面する課
題の共有、対策支援が重要と認識するに至った。また、「いしかわ史料ネット」はじめ県内関係団体と
の意思疎通、日本考古学協会など関係学会との連携をはかることとし、1 月 25 日、石川県庁に出向
き、教育委員会文化財課に関係する機関・施設、団体を挙げたオール石川態勢構築を提言した。 
 2月には、役員が中心となり、金沢大学の関係部門の協力を得て、週 1 ・2 回のペースで能登の現
地を訪問、各市町の担当者と面会し、文化財被災をこの目で確かめ、実情を把握、記録する活動を開
始した（資料３）。 

文化財救済事業と石考研の立場 

2月 13日、文化庁・文化財防災センターが主導し、文化財レスキュー事業、文化財ドクター派遣事
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業が始動する。文化財レスキュー事業とは、全国の参画支援機関・団体から週単位で隊員の派遣を受
け、緊急に保全処置を必要とする動産文化財および美術品を救出、応急処置、一時保管を実施するも
ので、同地震被災文化財救援委員会現地本部が設置された。 
 3 月以降、石考研は、上記現地本部県内支援団体として活動を開始する。ただそれは、会員に「石
考研文化財レスキュー登録」を募り、専門性を生かし、土日・休日を中心に被災市町をボランティア
応援するという、独自のスタイルとなった。今回の地震は、動産文化財のみならず、埋蔵文化財（遺
跡）にも広範囲に被害が及ぶ。かかる想定外の事態に直面し、遺跡被害の現状確認、損壊遺構の応急
処置等、適切で迅速、実効的対応が急務と判断した。金沢近郊・南加賀在住会員から 50 名近く応募
があり、石考研事務局の采配で取り組みが始まった。本会提案を受け、救援委員会現地本部も救済対
象に「遺跡」を明記し（4／2）、石川方式ともいえる埋蔵文化財を加えた文化財救援体制にすすむ。 

むすびにかえて 

 このように石考研は、被災市町、文化財防災センター、県当局および関連機関・施設、諸団体・学
会と連携し、能登半島地震に関わる実際活動を行ってきた。４月以降は、現地本部週次ミーティング
発言録を参照頂きたい（資料２）。動産文化財のレスキュー（４／22、６／10）、考古資料展示館・出
土品収蔵施設の保全復旧支援（４／22、６／10、７／15）、遺跡の現状確認（４／22、５／13）・緊急
保全対策（５／７）など、多岐にわたり、７月末までの現地踏査・レスキュー活動は合計 19 日、参
加者延べ 150 名であった。 
 なお付記しよう。事業開始から半年経ないこの時期、七尾市、能登町、羽咋市によるレスキュー資・
史料の展示会開催は特筆される（７／22）。今後も、歴史遺産の継承を地域で担う市町、その担当者
の取り組みを発信していきたい。また、事業の全体像をめぐり（７／１）、持続可能で中期的視点にた
ち、今後も提言すべきは提言したい。 
 ８月１日、役員が県庁に出向き、「能登半島地震埋蔵文化財（遺跡）被災対応概要報告」を県文化財
課に提出し、文化財レスキューの課題、埋蔵文化財保護体制、県の復興プランにおける文化財の位置
づけをめぐり意見交換を行った。今後も真摯な協議を続けたいと考えている。 

●資料
１．『石川考古』第 359 号 石川考古学研究会会報 2024年 3 月 26 日刊行
小嶋芳孝「能登震災のお見舞いと文化財レスキューの現状・課題」 

 伊藤雅文「令和 6 年度能登半島地震と石考研（1～2月）」 
２．能登半島地震被災文化財等救援委員会現地本部週次ミーティング 石川考古学研究会（県内支援
団体）発言録 (2024年 3月 25 日～7 月 22 日 河村編集) 

３．能登半島地震文化財（遺跡）被災対応 発災 6 カ月（写真集） 石川考古学研究会 
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資料１



 



能登半島地震被災文化財等救援委員会現地本部週次ミーティング 
石川考古学研究会（県内支援団体）発言録 

 
2024．3.25 第 5 回ぶんぼう週次ＭＴＧ 

石川考古学研究会の河村と申します。こんにちは。石考
研から報告します。 

3 月 20 日に、七尾市と中能登町の遺跡・史跡を当該市町
で文化財を担当している会員の案内で踏査しております。 
七尾では横穴式石室古墳の現状確認を行いました。旧中

島町殿山古墳石室に新しい崩落を認め、県史跡の院内勅使
塚古墳は、奥壁上段の積み石に縦の亀裂が発見されました。
能登島にある国史跡須曽蝦夷穴古墳は外見で見る限り大
きな損傷は確認できませんでした。七尾市担当者との間で、
古墳石室の保存方法や出土品管理について、意見交換を始
めています。 
 中能登町では国史跡石動山の現状を確認しました。復元
された大宮坊（おみやぼう）は、大きな損壊は免れました
が、復元石垣が崩落し、石造物の一部が損壊しています。
いするぎひこ神社の拝殿は無事でした。 
明日、3 月 26 日は、能登町の遺跡・史跡、展示施設を町

担当者に案内頂き現状を見て回ります。 
なお、石川考古学研究会の立ち位置について補足してお

きます。 
石考研会員は約 250 名。そのうち能登在住は 40 名ほど

で、その多くは市町の文化財担当か、有識者として地域の
歴史文化遺産の継承に携わっています。一方、少なくない
会員が被災している現状もあります。 
石考研の取り組みは、被災市町の文化財保護をめぐる課

題を共有し、支援していくことにあります。現在、県内の
会員に文化財レスキューのボランティア登録を呼びかけ
ています。40 名ほどの申し出があります。4 月以降、文化
財防災センター、当該市町、石川県などとも連携し、実際
活動に軸足を移していきたいと考えています。 
具体的取り組みは、３つあります。 
① 動産文化財のレスキュー（主として文防センターと

の連携） 
② 考古資料を中心とした展示・収蔵施設の保全復旧 
③ 遺跡地の現状確認・影響調査 

 
 

2024．4.2 第 6 回ぶんぼう週次ＭＴＧ 
先週の活動を報告します。 
3 月 26 日に、能登町を訪問し、文化財を担当している会

員の案内で、国史跡真脇遺跡と展示施設縄文館、松波城、

 
 
珠洲焼展示室がある本両寺を見学しました。真脇縄文館

は、耐震の工夫が施されており、特別収蔵庫はじめ指定の
縄文土器類はほぼ無事でした。ただ、遺物収蔵庫は大きく
被災しており、散乱した遺物箱の復旧が始まったところで
す。松波城は、国名勝に指定された庭園跡は大丈夫でした
が、町が史跡指定する城跡遺構は一部崩落しておりました。 
本両寺は、柳田小間生にある寺院で、敷地内から数十点

の珠洲焼が出土し、一括して町文化財に指定されています。
境内の展示室が被災し、焼き物が横転し、かなりの数が、
破損していました。ただ、建物に大きな被害はないので、
移動の必要はありません。町担当者、寺院ご住職と協議し、
石川考古学研究会ボランティア有志で遺物を接合復元し、
展示室復旧のお手伝いをすることになりました。特別ご異
議がないようでしたら、そのように進めます。 
 
 

2024．4.８ 第 7 回ぶんぼう週次ＭＴＧ 
先週の活動を報告します。 
４月 6 日 7 日の両日、中能登町から要請があり、国史跡

資料２



以外の史跡・遺跡の現状確認を石考研ボランティア有志で

行いました。古墳、山城、須恵器窯の大きく 3 つの班に分

け、現地を踏査しました。参加者は、のべ 32 名でした。調

査結果は各班で今週中に報告にまとめる予定です。 

なお、同様の現地確認調査を、13 日以降、珠洲市で行う

予定でいます。 

今ひとつ、報告します。 

輪島市門前に郷土史家として知られた佃和雄先生の旧

ご自宅があります。先生は、生前、考古資料はじめ文化財

等を自宅で多数保管、所蔵されておりました。ご子息に立

会いいただき、輪島市の担当者とともに、被災したお宅を

現地訪問することで日程を調整しています。損壊の度合い

により、緊急なレスキューが必要になる可能性があります。

この件については、別途相談させて頂こうと考えています。 

 

 

2024．4.15 第 8 回ぶんぼう週次ＭＴＧ 

石考研の活動について、3 件報告します。 

1 件目は、4 月 8・9 日に実施しました、中能登町での史

跡・遺跡の現状確認に関するものです。現在、報告をまと

めていますが、横穴式石室の石積みが一部崩落している古

墳が数か所あります。中能登町に限らず、七尾市、志賀町

でも、同様の損壊が報告されており、被害が能登全域にわ

たることが推測できます。中には、県や市町指定史跡が含

まれます。 

 復旧は、それぞれ、中期的・長期的視野で検討されるべ

きですが、危険防止の観点から応急処置を要する古墳が少

なくありません。これについて、人手が必要ですので、各

市町に対しお手伝いを申し出ております。段取りが整えば、

今月末から順次作業にかかりたいと考えています。 

2 件目は、先週行った現地調査の報告です。4 月 13 日よ

り、珠洲市で史跡・遺跡および個人所有の考古資料等の現

状確認を始めました。 

本会は、昨年の 6 月から 7 月にかけて、同年 5 月に発災

した奥能登珠洲地震による遺跡等の損害確認の現地調査

を行っており、今年 3 月末に刊行した石川考古学研究会会

誌最新号に 20 頁ほどの報告を掲載しました。今回は、そ

れを踏まえての調査になります。ただ、1 年前と比べ、史

跡・遺跡の被害は格段に大きいといえます。 

一例を紹介します。珠洲市の南部、南黒丸に山の斜面に

横穴を掘り、墓室にした横穴古墳群があります。今回、山

の壁面が崩れ、墓室がぽっかり空いて連なる箇所が複数確

認できます。刀剣・馬具など副葬品が落下したり、墓室が

雨ざらしになるなど、2 次被害が心配されます。 

この案件は、文化財レスキューの範疇ではなく、埋蔵文

化財の緊急調査の対象と判断されます。この場に石川県教

委文化財課の皆さんも参加されておられますので、被災自

治体の置かれている現状をふまえ、善後策を策定頂くこと

を要望します。 

 最後に、先週紹介した、輪島市門前の郷土史家、故佃和

雄先生の損壊したご自宅の件です。今週 18 日、ご子息の

立ち合いで、輪島市担当者と共に実地調査を行います。す

でに輪島市から救援要請が挙がっていますが、結果いかん

により、別途検討が必要になるかもしれません。 

 

 

2024．4.22 第 9 回ぶんぼう週次ＭＴＧ 

 石考研の活動について報告します。 

先週の 4 月 18 日に、輪島市で郷土史家として知られた

佃和雄先生の門前道下にある自宅を、ご子息に立会いいた

だき、輪島市の担当者とともに、訪問しました。保管資料

には、旧門前町および近隣の遺跡から出土した考古資料、

在所の古文書類、蔵書・書籍、郷土史研究記録が含まれる

ことを確認しました。 

損壊の度合いにより、緊急なレスキューが必要になるこ

とも考えましたが、建物は「危険」という判定で、家屋内

での作業も可能と判断されました。 

今後もご子息の立ち合いのもとで分類整理をおこない、

輪島市担当者と保管場所、その後の受け入れ先などについ

て検討し、今後は文防センターの皆さんとも相談させて頂

こうと考えております。よろしくお願いします。 

次に、先週から、珠洲市内での遺跡・史跡の現状確認を



実施しております。4 月 20 日は、市内 7 か所の横穴古墳

群を踏査し、4 か所でがけ崩れによる被害を発見しました。

調査は今後も継続し、5 月 5 日には、ドローンを使い、横

穴古墳群の確認調査を実施する予定にしております。 

最後に一つ報告します。4 月 21 に金沢大学が主催する

「令和 6 年能登半島地震調査・支援活動報告会」で同大学

の足立拓朗教授が、「能登半島地震による文化財被災状況

調査」と題し、本会の活動を報告し、また文化財防災セン

ターの取り組みが紹介されております。 

 

 

2024．５.７ 第 10 回ぶんぼう週次ＭＴＧ 

石考研の活動について報告します。 

本会は、能登の被災市町に協力し、被災状況確認踏査と

並行して、被災後の埋蔵文化財の保全活動も行っています。 

４月２８日（日）は、天井石が崩落して危険な状態とな

っていた志賀町千浦二子塚C１号墳の横穴式石室の土嚢詰

め作業を行いました。本会会員有志、志賀町関係者、金沢

大学考古学専攻生 4 名を合わせ、17 名が参加しています。

また、作業に先立ち、3D 撮影による記録を作成しており

ます。 

千浦二子塚古墳群は、能登半島富来の海岸に築造されて

おり、戦後まもなく九学会による調査が実施されました。

2011 年から 2013 年まで、本会が中心となって墳丘測量、

石室実測がおこなわれ、2014 年に調査報告を刊行してい

ます。現在、志賀町史跡に指定されており、地元の方々で

下草が刈られ、遊歩道も整備されています。 

当日午後、七尾市に移動し、同市指定史跡の三室まどが

け１号墳の横穴式石室崩壊状況について、3D 撮影による

記録を作成しました。本墳の石室は、被災前の状態が 3D

撮影されていますので、比較検討が可能となります。 

あと一つ、4 月 20 日以降、珠洲市内の横穴古墳や山城の

被災状況の確認踏査を継続しています。市内のあちこちで、

土砂崩れや斜面の崩落が確認できます。  

市の史跡に指定されている岩坂向林横穴古墳群、南黒丸

古墳群では崖面が崩落し、墓室がぽっかり空いた状態にな

っています。5 月 5 日の踏査では、ドローンを使い、状況

を撮影しました。この調査は、今後も継続する予定です。 

 

 

2024．５.13 第 11 回ぶんぼう週次ＭＴＧ 

前回からの続きですが、4 月 13 日、20 日、5 月 5 日、

12 日の 4 日間、珠洲市内の史跡・遺跡の被災状況確認踏査

を行いました。地震被害は大きく、岩坂向林横穴古墳群の

一か所、南黒丸横穴古墳群の 2 か所で斜面が崩落し、墓室

が露呈しています。5 月１２日は、岩坂藤瀬山横穴古墳群

を踏査しました。斜面が崩落した箇所があり、舟の線刻で

知られる、Ａ１号墓の入り口部が土砂で埋まり、外から見

えなくなっていました。墓室に水がたまるなど、心配して

おります。 

奥能登地域を俯瞰すると、土砂崩れによる被害は山城

にも及んでいます。 『北陸の名城を歩く 石川編』で紹

介された珠洲市正院川尻城跡では、曲輪に亀裂が走り、

一部の遺構が崩落しています。隣接する能都町の町史跡

松波城も一部崩落しています。 

輪島市を含め、丘陵斜面の崩落や地滑りなどにより、

奥能登の少なくない埋蔵文化財が被害を受けています。

その状況ついて、本会は、現在、報告をまとめていま

す。県文化財課の皆さんも出席されておりますが、近い

うちに私どもの調査結果を持参します。文化財課として

も被害実態の把握に努めて頂き、今後について意見交換

ができればと考えています。 

 

 

2024．５.20 第 12 回ぶんぼう週次ＭＴＧ 

能登の全域で横穴式石室古墳の石積みが崩落する被害

が出ていることはすでに報告しておりますが、関連する取

り組みを紹介します。 

5 月 2 日と 3 日の２日間、石川考古学研究会の有志で、

公立小松大学次世代考古学研究センターの野口淳特任准

教授のご協力を得て「能登半島地震被災文化財計測支援」

講習会を実施しました。被災した横穴式石室を念頭に、復

旧に向けた現地の記録保存を行うにはどうしたらよいか、



どのような手法があるのかを学ぶ機会となりました。メン

バーは口能登～中能登の若手職員を中心に、加賀地域や県

埋蔵文化財センターからも参加がありました。 

２日は、宝達志水町の散田金谷古墳石室の３次元計測に

始まり、デジタルカメラ撮影による最新のレーザースキャ

ナーを用いた石室・墳丘の計測、ドローンによる空中撮影

等多岐にわたる充実した講習となりました。３日は七尾市

に場所を移し、院内勅使塚古墳石室、三室まどがけ１号墳

石室の計測と崩落した崖のドローン撮影等を行いました。 

本支援事業は、日本文化財保護協会と公立小松大学が締

結した能登半島地震支援協定にもとづき実施されたもの

で、快く野口さんを派遣いただいた両機関に深く御礼申し

上げます。 

 

 

2024．５.27 第 13 回ぶんぼう週次ＭＴＧ 

先週の活動について報告します。 

5 月 23 日に、石考研 3 名がぶんぼう現地救援本部の文

化財レスキューに体験参加しました。輪島市内の寺院から

仏像・仏具を救出するものでした。2 班に分かれ、事前の

準備のもとで手際よく梱包作業が進められていきました。

私たちはほんのお手伝いでしたが、日頃接していないこと

ですので、大変勉強になりました。関係の皆さまに厚くお

礼申し上げます。  

 今回、北は岩手県、首都圏はじめ名古屋、奈良などから

参加された皆さんと仕事ができ、またご住職から思いを直

接お聞きすることができました。さらに同じ県内にいなが

ら、あまりご一緒する機会がなかった県歴史博物館の皆さ

んと同じ取り組みができたことも収穫でした。こうしたつ

ながりをつくっていくこも大事なことだと実感しており

ます。 

 

 

2024．6.3 第 14 回ぶんぼう週次ＭＴＧ 

今回は、全国的な考古学関係学会との連携について報

告します。 

 日本考古学協会は、文化遺産防災ネットワーク推進会議

参画団体の一つです。 

同協会に常設されている防災対応委員会と、発災以後、

情報共有につとめ現在に至っています。5 月 25 日に千葉

で開催された同協会の総会で、防災対応委員会の委員が補

充され、石川から金沢大学の足立拓朗さんと私、河村好光、

富山から富山大学の高橋浩二さんが新たに委員に選任さ

れました。また、ポスターセションで防災対応委員会によ

る「令和6年能登半島地震被災文化財・埋蔵文化財の現状」

と題した発表が行われました。 

 なお、4 月 20 日に、本会代表幹事が考古学研究会総会で

「令和6年能登半島地震における文化財保護の現状と課題」

と題し報告しています。今後も、考古学関係学会とも連携

しながら取り組みをすすめていきたいと考えています。 

 

 

2024．6.10 第 1５回ぶんぼう週次ＭＴＧ 

 輪島市での活動について報告します。6 月 8 日に以前に

紹介した故佃和雄先生の資料レスキューのお手伝いをし

ました。 

ご子息により、お宅は修繕してお住まいになるとのこと

で、資料・書籍等の内、古文書および郷土誌資料、考古資

料を輪島市所定の保管施設に移動、整理しました。資料類

は、生前に整理されていたもので、ご子息によって一室で

整頓保管されており、その状態のまま軽トラックで運びま

した。古文書類は、市の文化会館 4 階の一室、考古資料旧

西保小学校の埋文収蔵室に運び入れ、それほどの量はあり

ませんが、市の方で、専門家のご意見も踏まえ、保存、活

用等について検討されるとのことです。 

今回は、参加者 10 名で、実質は運ぶだけのことでした。

ただ土器の破片や鉄さいなど、重い考古資料コンテナを移



動させる場合、市町担当者 1 名程度では難しく、人手が必

要です。こうしたことにも目配りしながら、取り組みを続

けていきたいと思います。 

 

 

2024．6.17 第 16 回ぶんぼう週次ＭＴＧ 

先週は野外での活動はお休みでしたが、15 日に年一回の

総会が行われました。 

能登半島地震に伴う文化財レスキューをめぐり、各市町

での取り組みを報告し、現状や課題について意見交換を深

めました。今後は、それらをもとに、レスキューに参加し

ている皆様、他の民間研究団体とも連携や認識共有を図っ

ていきたいと思っています。また、県文化財課とも意見交

換の場を持ちたいと考えています。 

 

 

2024．6.24 第 17 回ぶんぼう週次ＭＴＧ 

石考研では、現在、これまでの活動の振り返りをおこな

っています。 

会員で行っている現地訪問と埋蔵文化財を中心とする

文化財レスキューは、2 月 17 日にはじまり、6 月 8 日ま

で、土日休日を中心に 18 日を数えます。また参加者は、

延べ 127 名となっています。どれだけ被災自治体のお役に

立っているのか、甚だ不安でもありますが、僅かですが手

ごたえも感じております。来月からは、天候等も考慮し、

屋内作業に軸足を移していこうと考えています。 

 

 

2024．７.１ 第 18 回ぶんぼう週次ＭＴＧ 

石川考古学研究会の河村と申します。副会長をしており

ます。 

今回は、石考研としても、これまでの活動を振り返り、

今後の課題について、2，3 の問題提起をさせて頂きます。 

7 月の石考研の取り組みは、展示施設の復旧や埋蔵文化

財収蔵庫の整理などの屋内作業や活動報告作成を中心に

行う予定にしております。 

石川は、現在、梅雨入りしています。その先の予報によ

ると、夏は記録的な酷暑で、かつ猛暑が厳しく長いとのこ

とです。この間における炎天下の屋外作業は、好ましいと

はいえません。レスキューの日程内容を大胆に見直し、健

康面も考慮し、抑制された環境での活動を求めます。 

一方、年間気候も気になります。北陸では天気の良い秋

は短く、11 月になると雨が続きます。12 月以降は、風雪

の季節となり、現場作業は困難になっていきます。また慣

れない雪道での事故を心配しております。 

このような条件をふまえ、年間における持続可能な取り

組みの日程や内容を中期的視点で再構築していく必要が

あると考えます。 

今必要なことは、現状の救援体制を見直し、県に加え、

被災被害の少ない県内市町の職員も救援に参加できる体

制を構築することです。 

オール石川の態勢づくりにむけ、文化財防災センター、

各市町、県教育委員会と県の関連機関、県内支援協力団体

による検討会の開催が急務ではないでしょうか。 

地震発災から 6 カ月、半年になります。一度はたちどま

り、経過を振り返り、意見を交換するなかで、今後の課題

をみんなで考えいくことが重要だと思います。 

 

 

2024．７.８ 第 1９回ぶんぼう週次ＭＴＧ。 

前回のミーティングで、発災 6 カ月の節目にあたり、今

後の課題について、2，3 の問題提起をさせて頂きました。

ご検討頂いているとのこと、感謝申し上げます。 

今回は、これから予定している取り組みについて、報告

します。以前に一度触れましたが、ぶんぼうの救援リスト

に登録されている、能登町の柳田小間生にある寺院境内に

設けられている展示室の復旧についてです。 

かつて寺院敷地内から珠洲焼に遺骨を埋納した墓地が

発見されました。出土した珠洲焼は、数十点ありました。

これらは、境内に展示室をもうけ、陳列展示され、一括し

て町文化財に指定され、現在に至っています。 

今回の地震で、珠洲焼が横転し、かなりの数が、破損し

ました。ただし、建物に大きな被害はなく、出土品を移動

する必要はありません。町担当者、寺院ご住職と協議し、

本会有志で焼き物を接合復元し、展示室復旧のお手伝いを

することになりました。作業は、7 月 13 日と 14 日を予定

しています。 

 

 

2024．７.15 第 20 回ぶんぼう週次ＭＴＧ 

石川考古学研究会では、先週の週次 MTG でも報告しま

したが、救援リストにある能登町寺院がもつ展示施設のレ

スキューを 7 月 13 日と 14 日におこないました、 

13 日は主に展示品である破損した珠洲焼壷などの接合

や補填材による補修を行ったほか、展示施設や備品の補

修・清掃などをおこない、展示再開に向けての準備をおこ

ないました。 

14 日は修復した珠洲焼の仕上げ作業とともに、展示作業

をおこないました。展示品にテグスを張ることで地震への

対策としたほか、珠洲焼を 3D による現状での記録作成を

行い、基礎資料を作りました。 

 すべての展示品にテグス張りする時間がなかったので



すが（あと数点です）、能登町教育委員会の文化財担当に委

ねるとこととしました。（伊藤） 

 

 

2024．７.22 第 21 回ぶんぼう週次ＭＴＧ 

石川考古学研究会の河村です。今回は、文化財レスキュ

ーの目的と成果、先人から受け継いだ文化財を後世に伝え

る意義を市民・町民に知ってもらうための取り組みについ

て、紹介します。 

七尾市のと里山里海ミュージアムでは、6 月 29 日から 9

月 30 日まで、「時代（とき）の記録－眠れるモノたちの囁

（ささや）き－」と題した企画展が開催されています。能

登半島地震で被災した金刀比羅神社の棟札（むなふだ）は

じめ、市内の建造物から見つかった文化財が展示され、救

出の様子も再現されています。 

能登町立美術館では、7 月 9 日から「救出された地域の

歴史・文化資料」展がはじまっています。あたらしくみつ

かった犬養毅の書はじめ、12 点の救出文化財が展示され、

解説されています。なお、同町教育委員会が 4 月 5 日から

発行している「能登町文化財レスキューニュース」は、す

でに第 7 号を数えています。 

また羽咋市歴史民俗資料館でも、スペースを割いて、「救

出された地域の文化財」と題した同趣旨の展示会が開催中

です。 

このように、当地では、能登半島地震による文化財救援

事業開始から半年も経ないうちに、被災自治体による、そ

の成果と意義を還流する企画が始まっています。将来に希

望をつなぐ、おおきな取り組みであることを実感しており

ます。できましたら、防災センターや国・文化庁の方でも、

広く紹介して頂き、現場の元気、やる気につなげて頂けれ

ばと思います。 

 

註） 

掲載文は、事前に河村が文案を作成し、役員間で検討の

うえ発言した内容です。討議中発言は割愛しています。

  
能登町教育委員会文化財係発行 

 

 
七尾市のと里山里海ミュージアム 

 
羽咋市歴史民俗資料館 



2024 年７月 1 日 
 

能登半島地震文化財（遺跡）被災対応 発災 6カ月（写真） 
 

石川考古学研究会 
 

●中能登町 
雨の宮古墳群（国指定史跡） 

 
復元墳丘に無数の亀裂、葺石崩落 

徳前 2号墳（町文化財） 

 
横穴式石室側壁が崩落 

●七尾市 
金刀比羅神社 文化財レスキュー予備活動（2 月 12 日） 

 

 
 
三室まどかけ 1号墳（市文化財） 

 
 

 
上：被災前（奥壁から） 下：被災後（羨道から）  

資料３



●志賀町 

倉垣丸山古墳（市文化財） 

 
横穴式石室側壁が崩落 

千浦二子塚古墳群 C１号墳（町文化財） 

 
天井石が崩れて落下 

 
土嚢を詰め、崩落防止・現状保全（5月 7日／石考研） 

 

地頭町中世墳墓窟群（県文化財） 

 

 
五輪塔、宝篋印塔等が崩れ一部が崖下へ落下 

雄谷家（県文化財、江戸中期後半） 

 
 

●穴水町 

明泉寺 

 
石造五重塔（国重文、室町）上部にずれ（3月 10日） 

 
"明泉寺石塔群在地"（県文化財）の倒壊状況（同上） 



●能登町 

松波城址（国名勝庭園） 

 
松波城の町指定曲輪が土砂崩れ 

真脇縄文館 

 
展示室（床に破損した県指定の縄文土器） 

 
収蔵遺物の復旧作業 

柳田・本両寺 

 
珠洲焼が転倒している展示室 

●輪島市 

上時国家（国重文） 

 
黒島／角海家 重伝建地区の建材（2 月 24 日） 

中段板碑（県文化財） 

 
稲舟横穴古墳群のある斜面 



故佃和雄先生宅文化財レスキュー（4 月 18 日） 

 
 

●珠洲市 

岩坂向林横穴古墳群（市文化財）

 

 
崖面に現れた２～５号墓の開口部 

 
ドローンによる撮影確認 

 

※会員撮影画像より作成 

岩坂藤瀬山横穴古墳群 

 

 
舟の線刻で著名な藤瀬山 1号墳が土砂崩れで埋まる 

 

南黒丸横穴古墳群 

    
墓室が露呈し、入り口が土砂で埋まる 

 

正院川尻城跡 

 
曲輪 A 南東側に亀裂 

「珠洲路物語」1954 


